
評書

服
部
良
久
著

『
ド
イ
ツ
中
世
の
底
版
と
貴
族
』

［

山
　
本
　
伸
　
二

　
二
～
世
紀
を
目
前
に
し
た
こ
の
｝
○
年
の
間
に
、
中
世
・
近
世
初
期
に
お

け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
権
力
構
造
の
解
明
を
め
ざ
す
わ
が
国
の
政
治
・
国
制
史

研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
ま
と
め
た
単
著
の
刊
行
と
い
う
点
に
お
い
て
、

ひ
と
つ
の
収
穫
期
を
迎
え
た
。
ド
イ
ツ
を
例
に
と
っ
て
も
、
「
西
洋
中
世
国

制
史
の
研
究
」
と
い
う
統
皿
タ
イ
ト
ル
を
も
っ
た
山
田
欣
吾
氏
の
二
つ
の
雄

編
『
教
会
か
ら
国
家
へ
』
、
『
国
家
そ
し
て
社
会
』
（
い
ず
れ
も
一
九
九
二
年
）

を
噛
矢
と
し
て
、
神
寳
秀
夫
璽
近
世
ド
イ
ツ
絶
対
主
義
の
構
造
』
（
一
九
九

四
年
）
、
山
本
文
彦
『
近
世
ド
イ
ツ
国
富
史
研
究
』
（
一
九
九
五
年
）
が
続
い

た
。
ド
イ
ツ
以
外
で
も
、
渡
辺
節
夫
『
フ
ラ
ン
ス
中
世
政
治
権
力
構
造
の
研

究
臨
（
｝
九
九
二
年
）
、
下
野
義
朗
『
西
欧
中
世
社
会
成
立
期
の
研
究
』
（
一

九
九
二
年
）
、
宮
松
浩
憲
『
西
欧
ブ
ル
ジ
ュ
ア
ジ
ー
の
源
流
臨
（
　
九
九
三

年
）
、
高
山
博
『
中
世
地
中
海
世
界
と
シ
チ
リ
ア
王
国
』
（
一
九
九
三
年
）
、

由
代
宏
道
『
ノ
ル
マ
ン
征
服
と
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
』
（
一
九
九
六
年
）

な
ど
、
力
作
の
刊
行
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
し
て
、
権
力
構
造
の
解

明
と
い
う
課
題
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
成
果
は
、
政
治
・
国
制
史
の
領
域
に
限

定
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
再
び
ド
イ
ツ
を
例
に
と
れ
ば
、
都

市
史
の
分
野
に
お
い
て
、
瀬
原
義
生
氏
は
『
ド
イ
ツ
中
世
都
市
の
歴
史
的
展

開
』
（
一
九
九
八
年
）
な
ど
を
上
梓
し
、
林
毅
氏
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
論
文

集
を
刊
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
田
北
廣
道
『
中
世
後
期
ラ
イ
ン
地
方
の
ツ

ン
フ
ト
「
地
域
類
型
」
の
可
能
性
』
（
一
九
九
七
年
）
と
い
っ
た
作
品
も
あ

げ
ら
れ
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
独
立
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を

も
と
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
既
発
表
論
文
が
入
手
し
や
す

い
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
見
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
、
～
書
を
成
す
に
あ
た
り
、
タ
イ
ト
ル
に
ふ

さ
わ
し
い
統
一
性
と
全
体
を
貫
く
論
理
性
を
備
え
る
べ
く
、
と
き
に
は
初
出

論
文
の
原
型
を
と
ど
め
ぬ
ほ
ど
の
構
成
の
組
替
え
、
加
筆
修
正
な
ど
が
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
｝
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
初
め
て
、
著
者
の
長
年
に
わ
た

る
研
鎖
の
全
体
像
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
と
い
え
よ
う
。

　
服
部
良
久
氏
の
噌
ド
イ
ツ
中
世
の
領
事
と
貴
族
隔
は
、
氏
が
こ
こ
一
〇
年

余
り
の
間
に
公
に
し
て
き
た
六
七
の
論
文
を
骨
子
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

中
世
盛
期
に
お
け
る
ラ
ン
ト
（
領
導
）
の
形
成
史
を
描
き
だ
そ
う
と
し
た
注

目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
～
九
九
〇
年
代
と
い
う
、
前
述
の
収
穫
期
の
撞
尾

を
飾
る
力
作
と
評
し
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。

　
な
お
、
本
書
に
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
す
で
に
、
西
川
洋
一
（
『
創
文
』

四
〇
〇
、
～
九
九
八
年
七
月
）
、
神
隠
秀
夫
（
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
七
－
一
一
、

一
九
九
八
年
）
、
早
川
良
弥
（
『
西
洋
史
学
臨
～
九
一
、
　
九
九
八
年
）
の
各

氏
に
よ
る
、
分
析
的
で
的
確
な
書
評
が
あ
る
。
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

二

本
書
の
構
成
を
示
し
て
お
こ
う
。
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　　　　第序
第第第第一論
四三ニー篇
章章章章　成成

立
総
領
邦
研
究
の
現
状
と
課
題

　
ラ
ン
ト
の
成
立

　
第
五
章

　
む
す
び

第
二
篇
　
ラ
ン
ト
の
統
合

　
第
一
章
　
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
…
レ
ン
・
騎
士
研
究
の
現
状
と
課
題

　
第
…
一
章
　
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
の
政
治
的
発
展

　
第
三
章
　
騎
士
身
分
の
形
成

　
第
四
章
　
一
三
世
紀
に
お
け
る
政
治
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
ラ
ン
ト
法

　
む
す
び

第
三
篇
　
ラ
ン
ト
と
地
域
支
配

　
第
　
章
　
ラ
ン
ト
ヘ
レ
ン
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
騎
士

　
第
一
一
章
　
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ア
と
ラ
ン
ト
・
上
オ
ー
ス
ト

　
　
　
　
　
リ
ア

結
語

三
中
世
盛
期
の
貴
族
史
・
国
尽
史
研
究
の
現
状
と
課
題

叙
任
権
闘
争
以
前
の
バ
イ
エ
ル
ン
と
そ
の
辺
境
地
域

叙
任
権
闘
争
期
の
バ
イ
エ
ル
ン
・
オ
ス
ト
マ
ル
ク

叙
任
権
闘
争
以
後
の
バ
イ
エ
ル
ン
・
オ
ス
ト
マ
ル
ク
の
貴

族辺
境
伯
レ
オ
ポ
ル
ト
三
肚
時
代
の
ラ
ン
ト

　
三
曲
、
各
章
の
末
尾
に
は
、
簡
潔
な
要
約
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
参

考
に
し
つ
つ
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
「
成
立
肝
脳
邦
研
究
の
現
状
と
課
題
」
と
題
さ
れ
た
序
論
に
お
い

て
、
本
書
の
目
的
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
＝
地
域
の
貴
族
・
領
主
層
が

初
期
的
な
領
邦
身
分
に
編
成
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
背
景
を
、
可
能
な
限

り
貴
族
の
側
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
具
体
的
に
は
一
一
世
紀
か
ら
一
三

世
紀
に
お
け
る
バ
イ
エ
ル
ン
と
そ
の
東
南
部
辺
境
地
方
の
貴
族
層
の
社
会
動

態
と
政
治
的
動
向
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
領

邦
成
立
の
契
機
、
政
治
的
統
合
の
諸
要
因
と
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」

（
三
頁
）
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
領
邦
史
研
究
の
動
向
が
丹
念
に
た
ど
ら
れ
て
本
書
の
課
題
が
よ

り
明
確
に
さ
れ
て
い
く
。
帝
国
と
領
邦
と
い
う
二
元
構
造
を
も
つ
中
世
ド
イ

ツ
国
家
史
の
特
色
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
主
と
し
て
一
一
世
紀
後
半
か
ら
＝
工
世

紀
宋
と
い
う
時
期
に
お
い
て
領
邦
形
成
を
捉
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
出
発
点

は
、
O
・
ブ
ル
ソ
ナ
ー
『
ラ
ン
ト
と
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
』
（
　
九
三
九
年
）
で

あ
る
。
ラ
ン
ト
の
構
造
原
理
な
い
し
構
造
類
型
を
提
示
し
よ
う
と
い
う
意
図

か
ら
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
統
治
行
為
や
国
家
的
主
権
の
法
的
起
源
の
追
求
で

は
な
く
、
ラ
ン
ト
を
全
体
的
な
社
会
構
造
、
そ
し
て
広
義
の
政
治
構
造
と
し

て
考
察
し
た
ブ
ル
ソ
ナ
ー
の
主
張
は
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ラ
ン
ト
お
よ
び
ラ
ン
ト
法
の
形
成
に
お
い
て
は
う
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
政
策
的
行

為
を
決
定
的
要
因
と
す
る
戦
後
ド
イ
ツ
の
代
表
的
国
鋼
史
・
領
邦
史
研
究
者

は
、
そ
の
静
態
性
を
批
凋
し
て
き
た
。

　
著
者
は
、
そ
う
し
た
批
判
を
受
け
と
め
た
う
え
で
、
ブ
ル
ソ
ナ
ー
が
ラ
ン

ト
を
ひ
と
つ
の
法
を
共
有
す
る
裁
判
・
平
和
共
同
体
と
い
う
意
味
で
の
「
人

的
団
体
偏
と
考
え
た
こ
と
に
留
意
す
る
。
そ
し
て
、
中
世
の
ラ
ン
ト
を
貫
く
、

個
別
的
な
レ
ー
エ
ン
関
係
を
超
え
た
集
団
的
な
人
的
結
合
が
形
成
さ
れ
る
の

が
＝
一
・
一
三
世
紀
で
あ
っ
た
こ
と
、
戦
後
の
領
邦
史
研
究
が
当
該
地
域
の

多
様
な
在
地
支
配
層
が
領
邦
に
統
合
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
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尊書

た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
本
書
の
関
心
を
、
ラ
ン
ト
形
成
の
初
期
に
お
け
る
、
人

的
な
統
合
の
構
造
的
な
契
機
を
把
握
す
る
こ
と
に
お
く
。
そ
し
て
、
以
上
の

研
究
史
的
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
課
題
が
、
三
篇
に
わ
た
っ
て
検
討
さ
れ

る
。　
で
は
、
第
～
篇
「
ラ
ン
ト
の
成
立
」
か
ら
見
て
い
こ
う
。
そ
の
第
一
章
は
、

「
中
世
盛
期
の
貴
族
史
・
国
制
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

初
出
論
文
（
一
九
九
三
年
）
は
有
用
な
論
考
と
し
て
定
評
が
あ
り
、
引
用
頻

度
も
高
い
が
、
本
書
で
は
、
本
書
の
呂
的
に
対
応
し
た
、
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト

な
内
容
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　
戦
後
ド
イ
ツ
の
貴
族
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
は
G
・
テ
レ
ン
バ
ッ

ハ
、
K
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

が
、
彼
ら
の
提
起
し
た
「
貴
族
家
門
の
形
成
」
に
か
か
わ
る
問
題
が
、
ラ
ン

ト
（
領
邦
）
の
成
立
を
そ
の
入
国
基
盤
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
視
点
か

ら
、
整
理
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
は
そ
の
後
の

貴
族
史
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
が
、
批
判
も
少
な
く
な
い
。
著

者
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
を
主
た
る
研
究
領
域
と
す
る
W
・
シ
ュ
テ
ル
マ
ー
の
シ

ュ
ミ
ッ
ト
批
判
を
、
親
族
構
造
と
権
力
構
造
の
関
連
と
い
う
点
か
ら
、
重
視

す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
、
ラ
ン
ト
形
成
の
第
一
段
階

が
、
第
二
章
以
下
の
四
つ
の
章
で
、
叙
任
権
闘
争
以
前
、
闘
争
期
、
闘
争
以

後
、
そ
し
て
辺
境
伯
レ
オ
ポ
ル
ト
三
世
の
時
代
（
一
〇
九
五
…
＝
三
六
）

に
分
け
て
検
討
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
貴
族
の
集
会
お
よ
び
そ
の
集
会
の

参
加
者
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
伯
や
エ
ー
デ
ル
フ
ラ
イ
エ
と
い
っ
た
貴
族
の

権
力
基
盤
、
親
族
関
係
、
王
権
と
の
関
係
、
所
領
形
態
、
家
門
意
識
な
ど
が
、

考
察
の
対
象
で
あ
る
。
導
き
出
さ
れ
た
結
論
は
、
以
下
の
四
点
に
ぎ
と
め
ら

れ
る
。

　
1
．
辺
境
伯
と
有
力
貴
族
が
政
治
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る
一
定
規

模
の
集
会
が
史
料
的
に
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
人
的
団
体

と
し
て
の
ラ
ン
ト
の
成
立
は
、
レ
オ
ポ
ル
ト
三
世
の
時
代
で
あ
る
。

　
2
．
一
部
の
伯
や
有
力
工
ー
デ
ル
フ
ラ
イ
エ
家
系
に
お
け
る
権
力
基
盤
と

活
動
の
「
地
域
化
」
、
「
家
門
化
扁
－
必
ず
し
も
父
系
家
門
の
形
成
を
導
く

も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
一
の
傾
向
は
、
よ
う
や
く
～
二
世
紀
前
半
に
現
れ

る
。
同
時
に
辺
境
伯
と
の
関
係
の
強
化
も
認
め
ら
れ
る
。

　
3
．
貴
族
の
「
地
域
化
」
は
、
貴
族
が
国
王
と
の
直
接
的
関
係
を
失
い
、

後
の
帝
国
諸
侯
睦
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
下
に
「
領
邦
貴
族
」
に
編
成
さ
れ
て
い

く
過
程
で
も
あ
る
。

　
4
．
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
よ
う
な
理
念
や
政
治
的
党
派
選
択
に
お
け
る

合
意
は
、
ラ
ン
ト
形
成
の
決
定
的
要
因
で
は
な
い
。

　
第
二
篇
「
ラ
ン
ト
の
統
合
」
は
、
ラ
ン
ト
形
成
の
第
二
段
階
と
し
て
、
一

二
世
紀
半
ば
以
降
の
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
の
活
動
と
実
態
、
お
よ
び
そ
れ

と
密
接
に
関
係
す
る
騎
士
が
検
討
の
対
象
と
な
る
。

　
第
一
篇
と
同
様
、
第
二
篇
に
お
い
て
も
、
そ
の
第
｝
章
は
研
究
史
的
考
察

で
あ
る
。
こ
の
「
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
・
騎
士
研
究
の
現
状
と
課
題
」
は
、

科
学
研
究
費
成
果
報
告
書
（
一
九
九
六
年
）
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
一

般
に
は
目
に
ふ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
論
考
か
も
し
れ
な
い
。

　
ド
イ
ツ
中
世
の
国
制
と
祉
会
構
造
に
お
い
て
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
の
占

め
る
位
置
の
重
要
性
は
、
い
ま
さ
ら
誉
を
ま
た
な
い
。
一
〇
世
紀
末
に
登
場

し
て
以
来
、
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
は
、
戦
士
と
し
て
の
実
力
と
こ
れ
に
基

づ
く
主
人
へ
の
軍
事
奉
仕
に
よ
っ
て
、
社
会
的
上
昇
と
政
治
的
影
響
力
の
強

化
を
実
現
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
、
「
高
貴
な
非
自
由
」
と
で
も
い
う
べ
き
、
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相
矛
盾
す
る
よ
う
な
払
腰
性
を
も
っ
て
い
た
が
、
＝
二
世
紀
に
は
自
由
と
自

立
を
大
幅
に
獲
得
す
る
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
が
、

彼
ら
が
騎
士
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
騎
士
の
理
念
と
実
態
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
騎
士

概
念
を
整
理
す
る
と
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
。
～
つ
は
、
軍
事
的
機
能
、

騎
士
理
念
・
モ
ラ
ル
・
行
動
規
範
や
生
活
様
式
の
共
有
に
よ
っ
て
、
～
二
世

紀
に
登
場
す
る
帝
国
レ
ベ
ル
の
騎
士
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
；
丁
一
四

世
紀
以
降
、
領
邦
の
下
級
貴
族
を
構
成
す
る
騎
士
で
あ
る
。
人
的
団
体
と
し

て
の
ラ
ン
ト
（
領
邦
）
の
形
成
を
扱
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
後
者
の
、
法
的

身
分
と
し
て
の
騎
士
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
貴
族
・
ミ
ニ
ス
テ
リ

ア
ー
レ
ン
・
騎
士
に
よ
る
独
自
の
身
分
編
成
は
、
ド
イ
ツ
領
承
の
特
色
で
あ

る
が
、
本
書
の
舞
台
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
記
せ
ば
、
多
く
の
自

由
貴
族
が
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
に
加
わ
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
ミ
ニ
ス
テ

リ
ア
ー
レ
ン
は
騎
士
概
念
を
媒
介
と
せ
ず
に
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
の
ま
ま

領
邦
身
分
の
主
力
を
構
成
し
た
こ
と
、
騎
士
は
む
し
ろ
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

ン
の
下
位
の
身
分
を
意
味
し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
詳
細
な
研
究
史
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
第
二
章
で
は
、
ラ

ン
ト
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
の
政
治
的
発
展
が

扱
わ
れ
る
。
一
一
世
紀
半
ば
に
ω
2
三
魯
ω
と
称
さ
れ
た
初
期
の
ミ
ニ
ス
テ

リ
ア
ー
レ
ン
は
、
開
墾
・
植
民
・
防
衛
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら

の
上
層
部
分
は
、
＝
一
世
紀
に
は
ア
イ
ゲ
ン
を
核
と
す
る
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を

形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
在
地
領
主
的
機
能
を
担
い
、
ラ
ン
ト
ヘ
レ
ン
と
い

う
身
分
呼
称
を
獲
得
す
る
。
こ
う
し
て
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
の
従
属
関
係
を
弱

め
て
い
く
一
方
で
、
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
は
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
の
人
格

的
結
合
に
基
づ
く
緊
密
か
つ
相
互
的
な
関
係
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ラ
ン

ト
統
合
の
前
提
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
＝
二
世
紀
以
降
、
彼
ら
は
、
「
ラ
ン

ト
の
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
」
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ラ
ン
デ

ス
ヘ
ル
個
人
を
超
え
て
、
ラ
ン
ト
と
の
結
合
を
強
め
て
い
っ
た
。

　
第
三
章
は
「
騎
士
身
分
の
形
成
」
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
騎
士
が
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
（
ラ
ン
ト
ヘ

レ
ン
）
の
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
一
二
世
紀
前

半
に
は
騎
士
の
初
期
的
集
団
が
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
の
家
臣
で
あ
っ
た
し
、

；
一
世
紀
に
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
騎
士
的
家
臣
が
登
場
す
る
。
小
レ
ー
エ
ン
保

有
者
で
あ
る
彼
ら
は
、
所
領
や
支
配
の
あ
り
方
が
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
と

は
異
な
っ
て
お
り
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
は
、
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
台
頭
へ
の

対
策
と
し
て
、
統
治
の
拠
点
た
る
ブ
ル
ク
や
都
市
の
周
辺
に
彼
ら
を
配
し
た
。

そ
の
結
果
、
騎
士
と
都
市
は
密
接
な
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う

な
市
民
と
の
結
合
は
、
騎
士
が
地
域
を
越
え
た
ラ
ン
ト
の
身
分
へ
と
発
展
す

る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。

　
第
四
章
は
、
＝
二
世
紀
に
お
け
る
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ガ
ー
断
絶
後
の
～
連
の

政
治
的
抗
争
、
騒
擾
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
騎
士
・
都
市
の
台
頭
が
ラ
ン
ト
の

構
造
に
与
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
、
新
た
な
ラ
ン
ト
の
統
合
を
も
た
ら
す
契

機
と
し
て
考
え
る
。
主
要
な
論
点
は
、
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ガ
ー
末
期
か
ら
の
約

半
世
紀
の
間
に
、
ラ
ン
ト
ヘ
レ
ン
た
る
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
は
、
ラ
ン
デ

ス
ヘ
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ラ
ン
ト
の
政
治
秩
序
に
か
ん
す
る
行
為
能

力
を
高
め
た
こ
と
、
＝
一
一
世
紀
後
半
の
ラ
ン
ト
法
の
規
定
の
な
か
に
は
、
騎

士
と
市
民
と
い
う
新
た
な
祉
会
集
団
の
成
長
に
た
い
す
る
ラ
ン
ト
ヘ
レ
ン
の

危
機
意
識
が
反
映
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
最
後
に
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
「
宮
廷
騎
士
文
化
・
騎
士
理
念
と
身
分
的
現
実
」
と
い

う
課
題
が
設
定
さ
れ
て
、
簡
潔
な
見
通
し
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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四書

　
第
三
篇
「
ラ
ン
ト
と
地
域
支
配
」
は
、
ラ
ン
ト
の
さ
ら
な
る
統
合
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
構
造
が
、
騎
士
の
役
割
と
影
響
に
焦

点
を
あ
て
つ
つ
、
二
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
に
考

察
さ
れ
る
。

　
第
一
章
の
対
象
と
な
る
の
は
、
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
出
身
の
ラ
ン
ト
ヘ

レ
ン
で
あ
る
ク
エ
ン
リ
ン
ガ
ー
が
下
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
形
成
し
た
ヘ
ル
シ
ャ

フ
ト
で
あ
る
。
ク
エ
ン
リ
ン
ガ
ー
は
、
一
一
世
紀
以
来
一
六
世
紀
末
ま
で
五

〇
〇
年
余
り
の
歴
史
を
も
ち
、
騎
士
三
〇
〇
人
を
率
い
る
実
力
を
誇
る
家
系

で
あ
っ
た
。
ク
エ
ン
リ
ン
ガ
ー
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
開
墾
・
植
民
に
よ
る

ア
イ
ゲ
ン
や
レ
ー
エ
ン
を
ふ
く
め
た
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
で
あ
り
、
「
ラ
ン
ト
ヘ

レ
ン
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
諸
要
素
が
す
べ
て
現
れ
て
い
る
」
が
、
そ
の
在
地

支
配
を
担
っ
た
の
は
騎
士
層
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ク
エ
ン
リ
ン
ガ
ー
の
ヘ
ル

シ
ャ
フ
ト
は
、
自
生
的
、
自
立
的
と
い
っ
た
面
だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ

ル
と
の
相
互
関
係
と
ラ
ン
ト
統
治
へ
の
参
加
と
貢
献
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、

保
証
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ク
エ
ン
リ
ン
ガ
ー
が
ラ
ン
ト
ヘ
レ
ン
と
し
て

自
立
性
と
政
治
的
影
響
力
を
強
め
た
＝
二
世
紀
半
ば
以
降
、
騎
士
も
自
立
化

を
進
め
る
と
同
時
に
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
姿
勢
が
強
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同

家
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
一
体
性
が
人
的
レ
ベ
ル
で
緩
み
、
ラ
ン
ト
へ
の
統
合

強
化
が
進
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
は
、
上
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ア
を
扱
う
。

第
一
章
の
対
象
が
ラ
ン
ト
ヘ
レ
ン
の
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し

て
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ア
は
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
直
轄
領
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
バ
！
ベ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
大
公
と
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
が
小
ミ
ニ
ス

テ
リ
ア
！
レ
ン
を
騎
士
と
し
て
把
握
し
、
こ
の
よ
う
な
騎
士
層
を
基
本
的
な

担
い
手
と
す
る
「
官
職
的
な
」
組
織
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
ブ
ル
ク

と
市
場
を
結
合
さ
せ
た
シ
ュ
タ
イ
ア
市
は
、
支
配
と
交
易
と
い
う
二
つ
の
中

心
機
能
に
よ
っ
て
、
騎
士
と
市
民
の
社
会
的
親
和
関
係
を
生
む
母
胎
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
…
三
世
紀
末
以
降
、
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
ま
た
は
都
市
裁
判
官

に
就
任
し
た
の
は
、
騎
士
的
・
市
民
的
家
系
に
属
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
騎

士
は
、
従
属
性
と
地
域
的
制
約
を
克
服
し
、
政
治
的
に
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
身
分

へ
と
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
騎
士
の
動
向
は
、
ラ
ン
ト
の
統
合
を

人
的
、
社
会
的
レ
ベ
ル
で
促
し
、
実
質
化
し
た
要
因
と
い
え
る
。

　
第
三
篇
の
二
つ
の
章
　
　
特
に
第
一
章
一
1
は
、
論
理
的
枠
組
を
大
切
に

し
て
論
旨
の
明
快
さ
を
ま
ず
特
色
と
す
る
第
一
・
二
篇
と
は
い
さ
さ
か
異
な

り
、
詳
し
い
デ
ー
タ
を
も
り
こ
ん
で
実
証
性
を
厳
し
く
追
求
す
る
姿
勢
を
前

面
に
だ
し
た
論
考
で
あ
る
。
山
田
欣
吾
氏
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
だ
れ
も
そ
れ

な
し
に
は
歴
史
家
と
い
う
「
職
人
」
に
な
る
こ
と
の
で
き
な
い
徒
弟
の
仕

事
」
に
、
相
当
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
「
結
語
」
が
お
か
れ
て
い
る
。
本
論
の
内
容
が
要
約
さ
れ
た
後
、

ラ
ン
ト
・
（
下
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
構
造
が
ド
イ
ツ
の
諸
地
域
の
ラ
ン
ト
に

た
い
し
て
ど
の
よ
う
な
地
域
的
差
異
を
も
つ
の
か
が
類
型
的
に
比
較
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
ラ
ン
ト
・
（
下
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ド
イ
ツ
、

そ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
位
置
付
け
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

四

本
書
の
特
色
と
し
て
ま
ず
あ
げ
る
べ
き
は
、
論
旨
の
明
快
さ
で
あ
ろ
う
。

「
一
地
域
の
貴
族
・
領
主
層
が
初
期
的
な
領
邦
身
分
に
編
成
さ
れ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
と
背
景
を
、
可
能
な
限
り
貴
族
の
側
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
」

（
三
頁
）
と
い
う
明
確
な
視
点
と
、
論
理
の
枠
組
み
と
展
開
を
重
視
す
べ
く

「（

縁
o
論
文
か
ら
）
実
証
的
な
叙
述
部
分
や
注
を
か
な
り
潮
減
し
た
」
（
三
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二
二
頁
）
と
い
う
潔
い
方
法
が
、
形
式
は
論
文
集
で
あ
り
な
が
ら
、
モ
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ー
と
い
う
に
足
る
統
一
性
と
論
理
図
を
与
え
て
い
る
。
第
三
篇
が
多

少
異
色
で
あ
る
が
、
本
書
全
体
で
の
位
置
付
け
は
明
確
で
、
一
書
と
し
て
の

ま
と
ま
り
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。
伯
・
エ
…
デ
ル
フ
ラ
イ
エ
の
自
宙
貴
族
を

主
要
な
担
い
手
と
す
る
＝
世
紀
末
か
ら
＝
一
世
紀
半
ば
頃
ま
で
の
第
一
段

階
、
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
！
レ
ン
を
中
心
に
、
騎
士
・
市
民
を
加
え
て
新
た
な
勢

力
が
政
治
的
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
出
現
す
る
一
二
世
紀
後
半
か
ら
＝
二
世
紀

末
ま
で
の
第
二
段
階
ー
ラ
ン
ト
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
二

段
階
に
分
け
て
考
察
す
る
と
い
う
作
業
仮
説
を
説
得
的
に
提
示
し
た
こ
と
は
、

本
書
の
も
つ
も
っ
と
も
大
き
な
意
義
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
視
野
の
広
さ
が
特
筆
さ
れ
る
。
領
邦
史
と
い
う
領
域
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
中
世
史
研
究
を
握
っ
た
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ

れ
に
よ
る
、
日
本
人
研
究
者
で
は
容
易
に
は
見
通
し
が
き
か
ぬ
ほ
ど
の
分
厚

い
蓄
積
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
成
瀬
治
、
山
田
欣
吾
、
早
川
良
弥
と
い
っ
た
先

達
各
氏
の
業
績
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
少
し
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
大
き
な

問
題
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
べ
く
、
著
者
は
、
国
霊
媒
、
政
治
史
、
法
制

史
、
社
会
史
、
さ
ら
に
は
文
化
史
に
お
け
る
重
要
な
研
究
文
献
を
広
く
渉
猟

し
て
、
論
点
を
丁
寧
に
取
り
上
げ
て
奥
行
き
の
あ
る
論
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
著
者
は
都
市
史
の
研
究
者
と
し
て
そ
の
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
領
主
・
農
民
関
係
の
仕
事
も
あ
る
。
本
書
に
は
直
接
収
録
さ
れ
て
い
な

い
け
れ
ど
も
、
か
か
る
方
面
で
の
金
鎖
も
、
本
書
の
充
実
の
一
斑
を
担
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
視
野
の
広
さ
は
、
悪
く
す
る
と
、
論
旨
が
定
ま
ら
ず
に
総
花
的

に
な
る
と
い
う
結
果
を
招
い
て
し
ま
う
。
本
書
が
そ
の
よ
う
な
弊
を
免
れ
て

い
る
の
は
、
研
究
動
向
の
批
判
的
検
討
に
よ
っ
て
、
機
翼
史
上
の
論
点
が
的

確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
神
出
秀
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
序
論
・
本
論
三
二
〇
頁
の
う
ち
少
な
く
と
も
六
～
頁
、
つ
ま
り
二
割
も
の

頁
数
が
研
究
史
的
考
察
に
あ
て
ら
れ
…
…
そ
れ
が
本
書
の
諸
議
論
の
方
向
性

の
基
本
的
確
か
さ
と
説
得
性
の
高
さ
を
裏
付
け
て
い
る
」
（
前
掲
書
評
、
一

一
一
頁
）
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
研
究
史
的
考
察
は
、
序
論
を
除
い
て
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
論
考
と
し
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
著
者
が

い
か
に
自
身
の
研
究
を
客
観
的
な
学
問
的
地
平
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い

る
か
、
そ
の
厳
し
い
自
己
検
証
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
研
究
史

的
考
察
が
、
自
己
の
関
心
と
課
題
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、

「
中
世
盛
期
の
貴
族
史
・
国
制
史
研
究
」
と
「
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
・
騎

士
研
究
し
と
い
う
ド
イ
ツ
中
世
史
上
の
き
わ
め
て
重
要
で
、
そ
れ
だ
け
に
論

点
が
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
は
、
著
者
の
力
量
と
勇
気
を
物
語

っ
て
い
る
。

　
著
者
の
力
量
と
勇
気
を
示
す
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
本
書
に
お
い

．
て
は
、
い
く
つ
か
の
類
型
化
、
類
型
的
比
較
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
第
二
篇
、
第
一
章
の
第
五
節
に
お
い
て
は
、
各
領
邦
の
身
分
編
成
の
類

型
的
把
握
が
、
さ
ら
に
、
貴
族
・
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
・
騎
士
の
身
分
編

成
の
地
域
的
差
異
が
、
類
型
的
に
概
観
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
区

分
の
有
効
性
、
類
型
化
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
評
者
に
は
論
評

す
る
能
力
は
な
い
が
、
他
の
領
邦
史
研
究
者
か
ら
は
異
論
が
で
る
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
「
比
較
的
新
し
い
研
究
文
献
に
基
づ
き
概
観
・
整
理
す
る
」
と

は
い
え
、
註
を
見
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
文
献
が
参
照
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
領
邦
史
全
体
に
か
ん
す
る
行
き
届
い
た
理
解
が

あ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
こ
の
よ
う
な
類
型
化
が
、
有
用
か
つ
貴
重
な
試

み
で
、
今
後
の
領
邦
史
研
究
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
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評書

　
本
書
は
、
タ
イ
ト
ル
の
示
す
と
お
り
、
ド
イ
ツ
中
世
の
領
邦
と
貴
族
を
扱

っ
た
高
度
の
「
専
門
書
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
己
の
研
究
対
象
が
も
つ
問

題
の
広
が
り
に
た
い
し
て
十
分
に
自
覚
的
な
著
者
は
、
周
到
な
研
究
史
の
考

察
と
大
胆
な
類
型
化
の
提
示
を
も
り
こ
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
本
書
は
、
周
辺

領
域
の
研
究
者
、
さ
ら
に
は
こ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
中
世
史
を
学
ぼ
う
と
す
る
者

に
と
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
申
世
の
領
邦
と
貴
族
に
か
ん
す
る
す
ぐ
れ
た
道
案
内

の
役
を
果
た
す
「
入
門
書
」
的
性
格
を
も
あ
わ
せ
も
っ
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

五

　
次
に
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
ラ
ン
ト
形
成
に
お
け
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
役
割
に
か
ん
し
て
で
あ

る
。
著
者
は
序
論
で
「
本
書
で
は
う
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
様
々
な
政
策
や
統
治
制

度
の
発
展
に
は
殆
ど
書
及
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
ド
イ

ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
研
究
書
・
研
究
入
門
書
が
重
点
的
に
論
じ
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
」
（
一
一
三
頁
）
と
断
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
論
で
は
、
「
ラ
ン

ト
形
成
の
第
二
段
階
で
は
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
支
配
者
と
し
て
の
影
響
力
は
、

第
い
段
階
に
比
し
て
遥
か
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
」
（
～
七
四
頁
）
と
し

て
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
に
よ
る
上
か
ら
の
身
分
的
統
合
の
意
図
と
政
策
が
ミ
ニ

ス
テ
リ
ア
…
レ
ン
と
自
由
貴
族
の
騎
士
へ
の
融
合
を
促
す
要
因
の
～
つ
で
あ

る
こ
と
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
と
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ン
の
人
格
的
結
び
つ
き
に

基
づ
く
緊
密
で
相
互
的
な
関
係
が
軽
視
で
き
な
い
こ
と
、
稠
密
化
し
錯
綜
し

た
諸
身
分
の
利
害
関
係
を
調
整
す
る
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
役
割
は
一
層
重
要
に

な
る
こ
と
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ン
ト
形
成
の
第
一
段
階
を
扱

っ
た
第
　
篇
に
お
い
て
も
、
ラ
ン
ト
成
立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
た
ラ
ン

ト
タ
イ
デ
イ
ン
グ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
握
っ
て
い
た
の
は
う
ン
デ
ス
ヘ
ル

の
レ
オ
ポ
ル
ト
三
世
で
あ
る
。
序
論
で
述
べ
ら
れ
た
姿
勢
は
、
戦
後
ド
イ
ツ

の
領
邦
史
研
究
を
ふ
ま
え
て
新
し
い
視
点
と
構
想
を
打
ち
だ
そ
う
と
す
る
著

者
の
熱
意
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
著
者
は
ラ
ン
デ
ス

ヘ
ル
の
役
割
を
軽
視
す
る
見
解
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ン
ト
ヘ
レ
ン

の
自
主
的
な
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
形
成
と
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
政
策
と
を
よ
り
有
機

的
に
関
連
さ
せ
て
、
ラ
ン
ト
の
形
成
を
描
く
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
し
、
そ
の
方
が
よ
り
説
得
力
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
説
に
代
表
さ
れ
る
「
自
己
理
解
・
家
門
意
識
」
の

問
題
が
あ
る
。
第
～
篇
の
第
二
～
五
章
の
原
型
と
な
っ
た
初
出
論
文
（
一
九

九
四
年
）
に
お
い
て
、
著
者
は
＝
部
の
貴
族
を
別
に
す
れ
ば
、
主
と
し
て

ブ
ル
ク
や
所
領
基
盤
の
在
り
方
H
存
在
形
態
と
家
名
な
ど
の
外
的
徴
表
か
ら

考
察
を
加
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
」
（
＝
八
頁
）
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
本
書
に
は
そ
の
後
の
成
果
が
欲
し
か
っ
た
。
同
様
の
こ
と
は
、
第
三

篤
、
第
一
章
（
初
出
論
文
は
一
九
八
九
年
）
で
扱
わ
れ
た
ク
エ
ン
リ
ン
ガ
ー

の
親
族
・
血
統
意
識
に
も
あ
て
は
ま
る
。
史
料
上
の
制
約
は
あ
る
に
せ
よ
、

シ
ュ
テ
ル
マ
ー
に
よ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
説
批
判
の
意
義
を
明
確
に
す
る
た
め
に

も
、
も
う
少
し
具
体
的
な
事
実
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
前
段
で
述
べ
た
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
政
策
に
ひ
き
つ
け
て
個
入
的
な
要
望

を
述
べ
れ
ば
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
の
『
年
代
記
』
第
六

章
第
一
五
節
に
由
来
す
る
、
バ
ー
ベ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
「
自
己
理
解
・
家
門
意

識
」
へ
の
言
及
を
期
待
し
て
お
き
た
い
。

　
最
後
に
、
騎
士
理
念
、
騎
士
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
の
分
析
に
つ
い
て
述
べ
て
お

こ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
騎
士
に
は
広
義
・
狭
義
の
一
一
つ
の
騎
士
概

念
が
あ
る
。
下
底
成
立
史
を
課
題
と
す
る
本
書
で
は
、
狭
義
の
、
つ
ま
り
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「
領
邦
」
身
分
と
し
て
の
騎
士
が
主
た
る
対
象
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
広

義
の
、
す
な
わ
ち
「
帝
国
」
レ
ベ
ル
の
騎
士
も
著
者
の
視
野
か
ら
脱
落
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
種
類
の
騎
士
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
作
業

と
し
て
、
第
二
篇
、
第
四
章
の
第
五
節
が
「
宮
廷
騎
士
文
化
・
騎
士
理
念
と

身
分
的
現
実
」
を
扱
っ
て
い
る
。
著
者
が
こ
の
課
題
の
も
つ
重
要
性
を
強
く

意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
初
出
論
文
の
刈
り
込
み
が
多
い
本
書
の
な
か
で
本

節
が
新
稿
で
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
考
察
は
、

コ
ろ
の
文
学
作
品
に
お
け
る
騎
士
像
の
検
討
を
つ
う
じ
て
、
何
ら
か
の
見

通
し
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
に
と
ど
ま
る
」
と
し
て
、
質
量
と
も
に
中
途
半

端
の
感
は
否
め
な
い
。
社
会
的
・
文
化
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
広
義
の
騎

士
を
扱
う
に
は
、
年
代
記
や
文
学
作
晶
な
ど
の
叙
述
史
料
の
検
討
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
叙
述
史
料
を
主
体
と
し
た
文
化
史
的
側
面
の
分
析
は
、
「
意
識

的
に
構
造
論
的
視
点
を
と
る
」
（
三
頁
）
と
い
う
本
書
の
方
針
に
な
じ
ま
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「
帝
国
と
番
葉
の
相
互
関
係
と
い
う
視

点
を
ふ
ま
え
た
領
邦
史
の
総
合
的
叙
述
」
（
二
三
頁
）
を
次
の
課
題
と
す
る

著
者
に
と
っ
て
は
、
叙
述
史
料
の
扱
い
も
ふ
く
め
、
帝
国
と
領
邦
の
二
つ
の

レ
ベ
ル
に
ま
た
が
る
騎
士
文
化
の
政
治
的
．
社
会
的
機
能
と
そ
の
影
響
を
問
　
　
鋤

う
こ
と
は
、
避
け
て
は
通
れ
ぬ
課
題
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窺

　
以
上
、
誤
読
・
曲
解
は
も
と
よ
り
、
本
書
の
内
容
の
豊
か
さ
に
比
し
て
評

者
の
能
力
の
乏
し
さ
か
ら
、
冗
漫
な
要
約
と
雑
駁
な
印
象
批
評
に
な
っ
た
こ

と
を
、
執
筆
の
遅
延
も
ふ
く
め
て
、
著
者
服
部
氏
と
読
者
の
方
々
に
お
詫
び

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
の
捕
尾
に
上
梓
さ
れ
た
本
書

を
出
発
点
と
し
て
、
ド
イ
ツ
領
邦
史
研
究
の
道
に
進
ん
で
い
く
若
い
方
々
が

一一

齔
｢
紀
に
陸
続
と
登
場
す
る
こ
と
を
特
に
期
待
し
て
、
稿
を
と
じ
る
こ
と

に
し
た
い
。
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